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シルバー人材センターの基本理念 「 自主・自立・共働・共助」 

 

 

 

 

 

☆☆☆☆☆☆ 事故防止、急ぐな、あせるな、気をぬくな （全国統一スローガン） ☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

熱中症多発、最大限の御注意を・・！ 安全就業ニュース（全シ協）より 

連日の猛暑日、各シルバー人材センターにおいても、今年６月１日から７月２３

日までの、熱中症見舞金制度における見舞金申請状況（加入団体数：４７９団体）

は既に７４件と、昨年度１年間の１５２件の半数近い状況となっており、緊急の防

止対策が必要です。 

 

「草刈り中の会員、熱中症により死亡・・・」   

７月１１日、某シルバー人材センターにおいて、草刈り中、 

「熱中症」により７１歳の会員が死亡するという痛ましい事故が

発生してしまいました。熱中症は、体内の水分や塩分のバランス

が崩れることで生じ、重症化すると死亡に至る怖い疾病です。 

 熱中症は、７月、８月に集中して発生していますが、６月、９

月も注意が必要です。また、発生時間は、１１時台及び１４～１

６時台に多く発しています。特に１４時以降は要注意です。 

 

号 外 



 

この暑さは、従来の常識が通らない異常事態です。

このことを十分に認識し、剪定や草刈り作業などの「屋外作業が

危険」との警報が出た場合は、一度引き受けた仕事であっても、

仕上がり期日を延期してもらうなどの処置をとり、作業を中止す

ることも大切です。  

〇熱中症の症状 
 めまい・立ちくらみ・手足のしびれ・筋肉の   

こむら返り・気分が悪い・頭痛・吐気・嘔吐・   

倦怠感・虚脱感・いつもと様子が変わる 

重症になると 

返事がおかしい・意識消失・けいれん・からだが熱い 

  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

・意識がはっきりしない場合は、大至急、医療機関へ 

・意識がはっきりしている場合は、涼しい日陰や屋内で適切な

水分・塩分の補給を行い安静にする。 

  ※特に、高齢者の場合は、迷ったら救急車を呼んで医療機関へ行くことをお勧

めします。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

                                      

普段から、こまめな水分・塩分の補給を行い熱中症を予防しましょう。また、体

の疲れ、睡眠不足なども熱中症の要因の一つです。規則正しい生活を心掛けましょ

う。 
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